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4 月 16 日、 重信中学校グラウンド

において、 第38回重信町民大運動

会が開催されま し た。

多 くの参加者があり、ビン倒 し 、

分館対抗リレー 、 運だめし、綱引

き、新種 目 ・ キャ リーでキ ャッチな

ど、盛り上がりを見せまし た。

結果は、下記のとおりです。
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分館対抗種目得点表

JR 
ﾙ_I 樋 t黄 三ヒ 八 西 f番 見 間 国 I屈 牛 上 牛 北 南 北 新 上. 下 _l.: ， '"、

之 i可 ;-* 反 磨 1m x :注 決IJ
野 野' 野団 団

内 日 原 )11 I也 岡 斗~
良 I也 窪 池 j拘l 名画 地 JEヨA 間 回 キf キホ 中本 十す口

ビ ン信IJ し 14 14 18 818 16 818 8 112 16 818 20 12 10 8110 18 20 8 

キャリ ーでキャ yチ 20 18 16 818 14 8 112 10 12 18 20 818 8 110 8 116 8 114 8 

タ マ 入れ 10 8 114 20 818 818 818 12 17 818 818 818 818 17 

連 だ めし 8 114 12 10 20 8110 818 20 8 116 818 12 18 8116 8 114 18 

小学生 リレ ー 8 116 14 818 818 818 20 818 8110 818 818 12 18 8 

中 学生 リレー 8 118 16 10 14 818 818 20 818 818 618 818 8112 8 

ー般(年齢別)リレー 8 114 18 8 116 818 20 818 8 112 818 018 818 10 818 

刑制 き 15 20 20 10 15 15 10 20 15 15 15 15 10 20 10 20 10 15 20 15 10 

総 βにZ、 言十 91 122 128 82 97 85 68 92 73 115 93 104 66 90 64 90 66 89 92 109 85 

)1頃 イ立 10 211 16 6114 18 8117 317 5119 11 21 11 19 13 814 
」

詳しくは 松山海上保安部管理課 fi51 - 1196 まで
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確
定
申
告
に

誤
り
が
あ
っ
た
と
き

確
定
申
告
の
内
容
に
誤
り
が
あ

る
こ
と
に
気
付
い
た
り
、
申
告
を

忘
れ
て
い
る
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

も
う
一
度
確
認
を
し
て
下
き
い
。

申
告
に
誤
り
が
あ
る
と
き
は
、

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
申
告
を
忘
れ
て
い
る
方
は
、

直
ち
に
申
告
を
し
て
下
さ
い
。

誤
り
が
あ
っ
た
と
き
の
訂
正
の

仕
方
な
ど
は
次
の
と
お
り
で
す
。

税
額
を
多
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「
更
正
の
請
求
」
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
正
し
い
税
額
に
訂
正
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
税
務
署
備
え

付
け
の
更
正
の
請
求
書
に
訂
正
金

額
な
ど
を
記
入
し
て
提
出
し
て
下

支
」
い
。

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は

申
告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
か

ら
、
平
成
六
年
分
の
所
得
税
の
確

定
申
告
に
つ
い
て
は
平
成
八
年
三

月
十
五
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

更
正
の
請
求
書
が
提
出
さ
れ
る

と
、
税
務
署
で
そ
の
内
容
が
検
討

さ
れ
、
正
当
と
認
め
ら
れ
た
と
き

は
、
納
め
過
ぎ
の
税
金
が
還
付
さ

れ
ま
す
。

税
額
を
少
な
く

申
告
し
て
い
た
と
き

「
修
正
申
告
」
を
し
て
正
し
い
税

額
に
修
正
し
て
下
さ
い
。
税
務
署

備
え
付
け
の
修
正
申
告
書
に
修
正

金
額
な
ど
を
記
入
し
て
提
出
し
て

下
さ
い
。

修
正
申
告
は
、
税
務
署
か
ら
更

正
を
受
け
る
ま
で
は
い
つ
で
も
で

き
ま
す
が
、
な
る
べ
く
早
く
申
告

さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
。
税

務
署
の
調
査
を
受
け
る
前
に
自
主

的
に
修
正
申
告
を
し
た
と
き
に

は
、
過
少
申
告
加
算
税
(
十
%
又
は

十
五
%
)
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
修
正
申
告
に
よ
っ
て
新

た
に
納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額

は
、
修
正
申
告
書
を
提
出
す
る
日

に
納
め
て
下
さ
い
。
こ
の
税
額
に

は
、
法
定
納
期
限
の
翌
日
か
ら
納

付
す
る
日
ま
で
の
期
間
に
つ
い
て

延
滞
税
が
か
か
り
ま
す
の
で
、
併

せ
て
納
め
て
下
さ
い
。

確
定
申
告
を

忘
れ
て
い
た
と
き

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
に
、
申
告
を
忘
れ
て
い
た

と
き
は
、
直
ち
に
確
定
申
告
を
し

て
下
さ
い
。
申
告
用
紙
は
、
税
務

署
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

申
告
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申

告
を
「
期
限
後
申
告
」
と
い
い
、

税
務
署
か
ら
決
定
を
受
け
る
ま
で

は
、
い
つ
で
も
で
き
ま
す
が
、
な

る
べ
く
早
く
申
告
さ
れ
る
よ
う
お

勧
め
し
ま
す
。
税
務
署
の
調
査
を

受
け
る
前
に
自
主
的
に
期
限
後
申

5月の納税
固定資産税第1期
軽自動車税金期

納税期限 5月 31 日(ボ

(固定資産税第1期納期は地方税制)
改正により、本年度に限り 5月です。

告
を
し
た
と
き
は
、
無
申
告
加
算

税
が
五
%
(
税
務
署
の
調
査
又
は

決
定
後
等
の
場
合
は
十
五
%
)
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
期
限
後
申
告
に
よ
っ
て

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
は
、

申
告
書
を
提
出
す
る
日
に
納
め
て

下
さ
い
。
こ
の
税
額
に
は
法
定
納

期
限
の
翌
日
か
ら
納
付
す
る
日
ま

で
の
期
間
に
つ
い
て
延
滞
税
が
か

か
り
ま
す
の
で
、
併
せ
て
納
め
て

下
さ
い
。

〈
詳
し
い
こ
と
は
、
税
務
署
又
は

税
務
相
談
室
に
お
問
い
合
わ
せ
下

支
」
い
。
〉

7年度自動車税の納期限は

5月31日です
問い合わせ先 松山市北持田町132

松山地方局直税第二標
(電話41-1111 内346""349)

納税は

お早めに

今
年
度
は
樋
口
地
区
(
平
地
)

志
津
川
地
区
(
山
地
)
を
闘
査

町
で
は
皆
さ
ん

の
財
産
を
守
り

地
籍
を
明
確
に
す
る
た
め
、
地
籍

調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
の

調
査
の
成
果
は
、
不
動
産
登
記
に

反
映
さ
れ
る
他
、
土
地
行
政
全
般

の
合
理
化
、
効
率
化
が
図
ら
れ
る

と
共
に
公
共
事
業
の
実
施
や
街
づ

く
り
に
利
活
用
さ
れ
る
な
ど
私
達

の
生
活
に
密
接
な
関
係
を
持
っ
て

合(0878)31-4765まで

‘
』
こ
も

d

い
ま
す
。
こ
の
調
査
は
皆
さ
ん
が

所
有
し
て
い
る
土
地
を
現
地
に
お

い
て
調
査
す
る
た
め
皆
さ
ん
の
ご

協
力
が
必
要
で
す
。

な
お
、
調
査
の
概
要
に
つ
い
て

は
近
日
中
説
明
会
を
地
元
公
民
館

な
ど
で
開
催
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
国
土
調
査
課

宮
六
四
l

二
O
O

一
附

人事院四国事務局詳しくは



は
り
・
き
ゅ
う

施
術
費
助
成
の
ご
案
内

こ
の
制
度
は
、
町
民
が
は
り

・

き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
た
場
合

に
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し

て
、
町
民
福
祉
の
増
進
を
は
か
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

。

-
受
給
資
格
者

①
施
術
を
受
け
た
日
現
在
に
お
い

て
満
七
十
歳
以
上
に
達
し
て
い

る
方

。

②
三
級
以
上
の
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

。

③
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い

る
方

0

・
申
請
の
方
法

重
信
町
は
り

・

き
ゅ
う
施
術
費

助
成
請
求

書
に
施
術
担
当
機
関

の
証
明
を
受
け
て
請
求
す
る

0

・
支
給
月
額

一
回
千
円
で
一
ヶ
月
五
回
が
限

度
。

-
支
給
先

申
請
者
へ
口
座
振
込

-
申
請
書
交
付
先
及
び
申
請
先

役
場
町
民
謀包

六
四
|

二
O
O

一
間
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ご
存
知
で
す
か

退
職
者
医
療
制
度

会
社
や
役
所
等
を
退
職
し
、
厚

生
年
金
や
共
済
年
金
を
受
給
し
て

い
る
七
十
歳
未
満
の
人
と
そ
の
家

族
は
、
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
診

療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

0

・
該
当
す
る
人

次
の
三
つ
の
条
件
に
あ
て
は
ま

る
こ
と
が
必
要
で
す

。

①
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

ヲh
v。

②
老
人
保
健
法
の
適
用
を
受
け
て

し
か
品
し

③
老
齢
(
退
職
)
年
金
の
受
給
者
で

そ
の
加
入
期
間
が

二
十
年
以

上
、
ま
た
は
四
十
歳
以
後
の
期

間
が
十
年
以
上
あ
る

。

-
自
己
負
担
金

①
退
職
被
保
険
者
本
人

入
院
・

通
院
と
も
医
療
費
の

二

室
ロ

②
扶
養
家
族

入
院
は
医
療
費
の
二
割

通
院
は
医
療
費
の
三
割

・
届
け
出

年
金
証
書
を
受
け
取

っ
た
ら
、

十
四
日
以
内
に

役
場
町
民
課

へ
年

金
証
書
、
保
険
証
、
印
か
ん
を
持

参
し
て
届
け
出
て
下
さ
い
。

学
生
の
皆
さ
ん
/

保
険
料
免
除
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
?

二
十
歳
以
上
の
学
生
の
皆
き
ん

ま
た
、

二
十
歳
以
上
の

学
生
を
お

持
ち
の
親
元
の
皆
さ
ん
、
国
民
年

金
へ
の
加
入

・

保
険
料
納
付
が
義

務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
手
続
き

は
済
ま
さ
れ
ま
し
た
か

。

一
般
的
に
所
得
の
な
い

学
生
の

皆
さ
ん
が
、
適
用
の
対
象
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
、

一
般
の
被
保
険

者
と
同
様
に
学
生
本
人
ま
た
は
世

帯
主
に
保
険
料
の
負
担
が
困
難
な

場
合
に
は
、
学
生
独
自
に
設
け
ら

れ
た
免
除
基
準
の
範
囲
内
で
、
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
免
除
の
途
が

聞
か
れ
て
い
ま
す

。

こ
の
免
除
基
準
と
は
、
前
年
の

親
元
世
帯
の
各
種
控
除
後
の
所
得

が
、
学
生
の
就
学
状
況
に
応
じ
て

定
め
る
基
準
額
を
下
回
る
場
合
は

保
険
料
が
免
除
さ
れ
、
越
え
る
場

合
は
免
除
さ
れ
な
い
と
い
う
も
の

で
す

。

L 
巧例

え
ば
、
学
生
が
親
元
世
帯
に

同
居
し
て
い
る
か
、
別
居
し
て
い

る
か
、
通
っ
て
い
る
大
学
等
が
国

公
立
が
私
立
か
に
よ
っ
て
基
準
額

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す

。

詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
、

役
場
町
民
課
の
国
民
年
金
係

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

力、貸しま守。

叩〆砂砂骨骨~Q1V.碍泌骨ゆ骨骨仙骨誕ノ\lß/Q1VQ1V.;xy.;必，/Q1V拠品骨砂砂時働誕僻骨使命 国家公務員採用試験実施

老
人
医
療
に
係
る
一
部
負
担

金
の
額
が
、
四
月
か
ら
次
の
表

の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

外
来
一
部
負
担
金
が
、

一
月

千
円
か
ら
千
十
円
に
な
り
ま
し

た
。
入
院
時
一
部
負
担
金
は
、

従
来
ど
お
り
で
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、

役
場
町

民
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

電蓮昌
外来一部負担金 入院一部負担金

改定後 l 日 700円

(平成刊から l 1月 1， 010円 (川所得者間「
平成8年3月まで 1 日 300円
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健

康

相

談

毎
月

の
第
四
月

・
火
・

水
曜
日

に
、
各
地
区
公
民
館
で

、
健
康
相

談
を
実

施
し
て
い
ま
す

。

(
除
く
、

七
・
八
・

十
二
月

)

皆
さ
ん
お
気
軽
に
お
ヲ
」
し
下
さ

内
容血

圧
測
定

健
康
に
関
す
る
相
談

持
参
品

健
康
手
帳
(
当

日
発
行
可
)

日
程
・
場
所

表
の
と
お
り

測 定日 日寺 間 場 所
9 : 00-9 : 30 樋口公民館
9 : 40-10 : 30 横河原公民飴
10 : 40 -11 : 00 志津 川 公民館

第 4 月曜日 13 : 10 -13 : 40 西岡公 民 館
13 : 50-14 : 20 見奈 良 公民 館

14 : 30-15 : 00 田 窪 公民館
15:10-15:30 田 窪田地公 民 館
9 : 00-9: 30 堀池公民館
9 : 40-10 : 20 牛 j刻 公民 館

10:30-10:50 南野田 公 民館

第 4 火曜日
11 : 00-11 : 30 北野田 公民館

13: 10-13 : 40 新村公民館
13 : 50-14 : 10 f番謄台団地公民館
14 : 30 -15 : 00 牛決1)団地第一集会所

15:10-15:30 八反地公民館
9 : 00-9 : 30 上 林公 民 館

9:40-10:10 下 林集 会 所

10 : 20 -10 : 50 ヒ 村公民館
第4水曜日 13: 10-13: 30 北野台団地公民館

13 : 40 -14 : 00 上 樋公民館
14:30-14:50 山 之 内荒木 谷

15 : 00-15 : 20 山 之内井口公民館

日程表健康相談

4・・・h
紹虜
C~ ,. .. 

平
成
七
年
度
結
核
検
診
・
肺
が

ん
検
診
を
次
の
と
お
り
同
時
に
行

い
ま
す

。

皆
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ

の
上
、
受
診
し
て
下
さ
い

o

H
対
象

結
核
検
診

十
八
才
以
上

の
住
民

肺
が
ん
検
診

四
十
才
以
上
の
住
民

(学
校
・

職
場

・

病
院
等
で
受

診

し
た
方
は
除
き
ま
す

)

同
料
金

無
料

同
検
診
内
容

結
核
検
診

胸
部
エ
ッ

ク

ス
線
写
真

肺
が
ん
検
診

①
問
診

②
胸
部
エ
ッ

ク
ス
線
写
真

③
略
疾
細
胞
診
(
問
診
の
結
果

、

医
師
が
必
要
と
判
断
す
る
方
)

岡
受
診
方
法

個
人
通
知
書
を
検
診
時
に
持

参
し
て
下
さ

い
。

肺
が
ん
検
診

受
診
者
は
添
付
の
問
診
票
を
記

入
し
持
参
し
て
下
さ
い

。

個
人

通
知
書
の
な
い
方
は
直
接
検
診

会
場
へ
お
こ
し

下
さ
い
。

同
検
診
結
果

O

昇
、
常
の
な
い
方
に
は
、

結
果

通
知
し
ま

せ
ん

。

O

精
密
検
査
の
必
要
な
方
に
は

通
知
し
ま
す

。

同
注
意
事
項

①
ボ
タ

ン
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、

金
具
等
の
つ
い
た
服
装
は
避
け

て
下
さ
い

。

(
サ
ロ
ン
パ
ス
・
エ

レ
キ
バ
ン
も
避
け
て
下
さ
い

。

)

②
女
性
は
ス
ポ
ー

ツ

ブ
ラ
ジ
ャ

ー

、

ト
レ
ー
ナ

ー
、

T
シ

ャ
ツ

等
を

着
用
す
る
と
便
利
で
す

。

5 / 21 r--.; 5 / 31 は家内労働旬間です θ偶祖骨髄認健制個..-æ

月日(曜日) 時 間 場 所

6 月 19 日 (月)
13:30-14:30 堀池公民 館

15: 30-18 : 30 牛 j刈公民館

6 月 20 日 (火)
13 : 30 -15 : 00 上林谷ノ〈ス 停

15 : 30-18 : 30 上林公民館

13:00-14:00 田窪田地公民館

6 月 21 日 (水) 14:30-15:30 下林富の段集会所

16 : 00 -18 : 30 ]A重信町拝芯支所

6 月 26 日 (月)
13:30-16:00 見 奈良公 民 館

16:30-18:30 上村公民 館

6 月 27 日決)
13:30-15:30 

牛湖l団地第一集会所
16: 00-18 : 30 

13 : 00 -13 : 30 山之内公民館

6 月 28 日 (7jc) 14:00-15:00 山之内井口公民館

15: 30-18 : 30 樋日 公 民館

6 月 29 日 (木)
13:30-15:00 

田窪公民館
15 : 30-18 : 30 

6 月 30日後)
13: 30-15 : 00 八反 地 公 民 館

15: 30-18: 30 志津 川 公民館

7 月 3 日 (月)
13: 30-14 : 30 新村公民館

15: 30-18 : 30 南野田区倉庫前

7 月 4 日 (火)
13:30-15:30 

横河原公民館
16: 00-18: 30 

7 月 5 日 (水)
14:00-15:30 西岡公民館

16:30-18:30 重 信 町 民 会 館

9 : 00-9 : 10 上林公民館

9 : 30-9 : 50 ド林集会所

9 月 12 日 (火)
10 : 30 -11 : 20 重信 町民会館

13: 20-13 : 30 南野田区 倉庫前

14:00-14:30 南 吉井小体育館

15:10-16:00 北 吉 井小体育館

結核・肺がん検診日程表



j

元
気
母
ち
ゃ
ん
集
ま
れ
/
-
ー

女
性
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

女
性
の
健
康
は
家
庭
生
活
の
基

盤
で
す
。

女
性
を
対
象
に
、
「
元
気
母
ち
ゃ

ん
学
級
」
を
開
催
し
ま
す

。

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活

や
運
動
に
つ
い
て
学
び
、
家
庭
で

の
健
康
管
理
に
役
立
て
て
み
ま
せ

ん
か
。

ま
た
、
健
康
食
の
レ
パ
ー

ト
リ
ー
も
増
え
、
ご
家
族
に
も

喜

ば
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

あ
な
た
が
学
ん
で
、
家
族
や
お

友
達
に
も
教
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う

。

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

。

場
所

町
民
会
館

時
間

午
前
九
時
i

午
後
三
時

料
金

無
料

定
員

三
十
名

申
し
込
み
方
法

保
健
婦
ま
で
直
接
申
し
込
ん

で
下
さ
い

。

※
定
員
に
な
り
次
第
し
め
き
り
ま

す
。

日程表
月 日 内 容 矯 自市

開講式、オリエンテーシ ョ ン

1 1 7 月 10 日 講義「女性の健康つ，. <リ推進事 松山中央保健所
(月) 業と 地区組織活動」 栄養指導係長 絵岡道子

制埋実習 「健康食」 在宅栄養士 玉井好子

2 
9 月 5 日 講義「栄養の現状」

在宅栄養士 玉井H子(火) 調理!実習「高血圧予防食」

3 10月 13 日 講義「栄養の基礎知識」
在宅栄養士 玉井好子治) 調理実習「貧l(IL予防食」

4 11 月 8 日 講義「年 í.t~l)の健康づく り 」
在宅栄養士 玉井好子

体) 調理実習「年代月1 )の料理」

5 12 月 5 日 講義「健康っくりと運動」 健康運動指導士
(火) 調理実習 「カルンウムの多い献立」 在宅栄養士 向方幸恵

6 
1 月 11 日 講義「成人病について」 松山中央保健所I~幹大岡洋子
休j 調理実習「緑j'i'l色野菜を使って」 在宅栄養士 向方幸恵

7 
2 月 1 日 講義 「成人病と食生活」

在宅栄養士 白 万幸恵
休) 調理実習「高脂血症予防食」

合同研修

8 1 2 月 15 日 I 調理実習 「低カロ リ ーのパーティ食」在宅栄養士 内方ヨド窓
(木) 開講式

元気母ちゃん学級

防増
ごゃ
うそ
骨i う
粗j 方
し ~Sν
ょ?と

品i ム

「

骨
組
し
よ
う
症
」
に
つ
い
て

一

緒
に
勉
強
し
て
み
ま
せ
ん
か

。

男
女
間
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す

。

お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

申
し
込
み
先

地
区
衛
生
委
員
又
は

保
健
婦
ま
で

日
程
と
場
所

五
月
十
五
日
間

山
之
内
井
口
公
民
館

六
月
十
四
日
嗣

北
野
台
団
地

公
民
館

時
間午

前
十
時
l

十
二
時
三
十
分

準
備
物

エ
プ
ロ
ン

・
タ

ッ
パ
|

-
タ
オ

ル
・

筆
記
用
具

・
運
動
の
で
き

る
服
装

内
容守

l
A

骨
組
し
よ
う
症
に
つ
い
て

の
理
解

2

、
カ
ル
シ
ウ
ム
強
化
の
た
め

の
調
理
実
習

担
当栄

養
士
・

保
健
婦

平
成
七
年
度
の
子
宮
け
い
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
を
、
左
記

の
日
程
で

実
施
し
ま
す

。

対
象

三
十
歳
以
上
の
女
性

受
付
時
間

午
後

一
時
i

二
時

料
金子

宮
け
い
が
ん
検
診

四
百
円

乳
が
ん
検
診
無
料

申
し
込
み
方
法

l

、
各
組
回
覧
に
て
申
し
込
み
受

付
。
組
に
入
っ
て
い
な
い
方
は

、

地
区
衛
生
委
員
ま
た
は
、
保
健

婦
ま
で
直
接
申
し
込
ん
で
下
さ

2

、
申
し
込
み
を
さ
れ
た
方
に
は
、

検
診
前
に
健
康
調
査
票
等
を
送

付
し
ま
す
の
で
、
ご
記
入
の

上
、

当
日
ご
持
参
下
さ
い
。

月 日 場 所

6月 1 日・ 2日・ 7日一7月 17日 '18日 町民 会 館

6月 12 日・ 7 月 5 日 南吉井小学校体育館

6月 13 日・ 7 月 21 日 北吉井小学校体育館

6月 20 日 上 林公民館

6月 21 日 下林集会所

11 月 15 日 町民会 館

,
J 頼信

「
お
と
し
よ
り

」
と
そ
の
家
族
を

の

対
象
に

、

心
と
身
体
の
個
別
健
康

L

口
H
4
災

司t


↓
か1
昌
一-ロ

時
間

場
所

料
金

日
程

対
象

時
間

日料場
程金所

午
後
二
時
i

四
時

〈

役
場
保
健
婦
室

築

無
料

て

四
月
十
日
間
ニ
干
四
日
間
し

五
月
十
五
日
間・二
十
九
日
間
渡

※
要
予
約
・
事
前
の
申
し
込
み
が
z
E

必
要
(

宮
六
四
l

四
一
七
O
)

判

ー

働

営
団
叩
白
内

附家

病
気
等
で
日
常
生
活
に
支
「

障
を
き
た
し
て
い
る
方

断

午
後

一
時
三
十
分
l

研

三
時
三
十
分

町
民
会
館

無
料

四
月
十
日
間
・二
十
八
日
働

五
月
八
日
間
・

十
九
日
働

個
別
予
防
接
種
指
定
医
療
機
関

か
ら

、
西
野
医
院
が
は
ず
れ
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

。

平
成
三
年
四
月
二
円
以
降
生
ま

れ
の
礼
幼
児

、

保
護
者
の
方
に
配

付
し
て
い
る
予
防
持
種
子
帳

二
卜

四

ペ
ー
ジ
指
定
医
療
機
関

一
覧
表

を

訂
正
し
て
下
さ
い

。



各
種
学
級
・
講
座
の

受
講
申
し
込
み

、
1
i
f
i
/
/
/
h、

江
が
)
Z
J半

r
t

、
ケ
ι

に
仲

何
か
し
て
み
た
い
な

何
か
な
い
か
な
あ
と

忠
っ
た
ヲ
」
と
日
あ
り
ま
せ
ん
か
っ
・

ト

6
1
』h

J書
引
内

報
案

広
土

問
日m

F
r

コ
L

a
a守
玄
関
闘

企

申
込
み
の
受
付
は
、
五
月
三
十

一
日
ま
で
(
自
然
探
訪
ス
ク
ー

ル

は
除
く
)
に
な
っ

て
お
り
ま
す
の

で
、
希
望
者
は
期
限
ま
で
に
お
申

込
み
下
さ
い
。

申
込
み
方
法
は
、

「

講
座
の
ご
案

内
」
三
頁
の
申
込

書
へ
記
入
し
、

町
民
会
館
受
付

へ

提
出
し
て
下
さ
い
。

m園田

劃圏ÇQjヨ塾困

菊
づ
く
り
講
座

F
 

平
成

七
年
度
菊
づ
く
り
講
座

(
年
間
四
回
)を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
菊
に
関

心
の
あ
る

方
は
、
お
気
軽
に
ご
参
加
下
さ
い

。

日
程一

回
目
五
月
六
日
出

二
回
目
六
月
十
日
出

三
回
目
七
月
八
日
出

四
回
目
八
月
五
日
出

時
間

十
三
時
三
十
分
i

十
五
時

三
十
分

場
所
町

民
会
館
玄
関
前

ロ
ビ

ー

内
容

そ
の
時
期
に
応
じ
た
菊
の

色
々
な
栽
培
方
法
を
実
演
等
で
講

習
し
ま
す
。

受
講
料

無
料

講
師

愛
媛
菊
花
協
会
理
事

野
本
権
六
先
生

(奥
道
後
)

重
信
町
中
央
公
民
館

主
催

手

話

教

室

平
成
七
年
度
か
ら
手
話
教
室
を

開
催
い
た
し
ま
す

。

初
級
か
ら
始

め
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

下
さ
い
。

期
間

平
成
七
年
六
月
1

平
成
八
年

二
月
(
月
二
回
)

時
間

午
後
七
時
三
十
分
1

九
時

場
所

町
民
会
館

教
材
費

六
O
O
円

(
テ
キ
ス
ト
代
)

講
師

愛
媛
県
手
話
サ
ー

ク
ル
連

絡
協
議
会
会
長

・

河
野
静
枝
先

生
、
奥
原
し
の
ぶ
先
生

問
い
合
わ
せ
・
申
・
し
込
み
先

町
民
会
館
社
会
教
育
課

宮
六
四
l

一
五
O
O

刊

?級協
Jぞ5.￠

日程

6 月 7 .21 自体)

7 月 5 • 19 日 (水)

8 月 2 .23 日 (水)

9 月 6 .20 日 (樹

10月 4 . 18 日 (水)

11 月 8 .22 日 (水)

12 月 6 • 13 自体)

1 月 10 ・ 24 日 (水)

2 月 7 ・ 21 自体)

5/20 ・ 5/21挙媛一第1q
医学祭誕生」「マイナーチェンジ‘ Newテーマ

一一一一一一一一 ー一 司

札面面三室3・ f
詳しくは、下記までお問い合わせ下さい。

愛媛大学医学祭事務局

広報局長山田 fi64-3759 

5/12~ Dance Party(前夜祭)
5/20生) ・ 5/21 (日)

0 動脈硬化に関する標本展示

。 フリーマーケ ッ ト

0 市民講座

「食べ物と健康」

「遺伝と成人病予防」

「漢方の得意技」

「島に く らしをきず く 」

「地域とおとしより 」

「ターミナルケア」

o辰己琢郎氏と学生とのトーク シ ョー
*辰己琢郎氏に聞き たい こ と 何でも募集/
広報局長までお電話でどうぞ。

0健康相談

fi4 1 -211 1めまで il(!.l o.I前C)C) (!)<> cJ." 'C:tP 前回岬伊国岬視線百坦制使，;;x;> æ '@課流占
父

ど
一

際
な

国県
一

媛
-

愛詳しくは



可4
.Â.伊達姿がキマッて L、ます

下
林
青
年
芝
居

-
}
の
度
加
入
し
ま
し
た

重
信
町
下
林
の
三
奈
良
神
社
境

内
に
、
宇
和
島
の
和
霊
神
社
の
分

社
が
あ
り
、
約
三
百
年
前
か
ら
例

年
七
月
二
十
三
日
に
、
和
霊
大
祭

が
催
さ
れ
て
お
り
ま
す

。

昭
和
初

期
か
ら
、
祭
と
共
に
芝
居
が
行
わ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
昭
和
三
十

年
頃
に
途

絶
え
て
し

ま
っ
た
そ
う

で
す
。
あ
る
時

一

芝
居
を
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
話
が
持
ち
上
が
り
、

急
き
ょ

地
域
の
先
輩
の

助
言
を
得

て
上
演
に
至
り
ま
し
た

。

第

一
回

目
は

「

険
の
母
」
「

牛
に
ひ
か
れ
て

善
行
寺
参
り
」
第
二
回
目
は
「
名

月
赤
城
山
」

三
回
目
は

「
大
利
根

月
夜
」

を
上
演
し
ま
し
た

。

今
後

は
、
先
人
の
残
し
て
く
れ
た
田
舎

芝
居
や
伝
統
行
事
に
取
り
組
み
、

地
域
の
人

々
が
楽
し
み
参
加
で
き

る
活
動
に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す

。

又
、
今
後
当
日
の
祭
で
は
、

町
内
の
文
化
活
動
の
発
表
の
場
と

し
て
も
活
用
し
て
い
き
た
く
、
大

勢
の
サ
ー

ク
ル
の
人

々
に
も
参

加

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す

。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す

。

連
絡
先
松
下
慶

三

宮
六
四
|

六
二
九
五

し
げ
の
ぶ
川
柳
会

表
彰
さ
れ
ま
し
た

昭
和
六
十
年
に
全
が
発
足
し
て

早
や
十
年
が
来
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。

南
海
放
送
土
曜
川
柳
の
上
岡
喜

久
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
今
や

全
員
数
二
十
六
名
、
女
性
上
位
で

は
あ
り
ま
す
が

、
和
気
あ
い
あ
い

と
楽
し
い

川
柳
句
会
を
月
一
度
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
、

川
柳

同
人
が
五
名
ま
た
後
に
も
し
げ
の

ぶ
か
ら
同

人

が
芽
生
え
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す

。

そ
ん
な
力
を
愛
媛

県
川
柳
文
化
連
盟
に
認
め
ら
れ
て

晴
れ
て
し
げ
の
ぶ

川
柳
全
が
唯

一

団
体
表
彰
さ
れ
ま
し
た

。

誠
に
有

難
く
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が
致

し
ま
す

。

あ
な
た
も

川
柳
を
や
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。
「

考
え
を
直
せ
ば

ふ
っ
と
出

る
笑
い
」

思
い
つ
い
た

事
を
五
、
七
、
五

。

人

生
倍
楽
し

み
ま
し
ょ
う

。

連
絡
先
好
永
ひ
ろ
し

宮
六
四
ー

二
三
四
七
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去
る
三
月

二
十
六
日
、
町
民
会

館
大
ホ
ー

ル
に
お
い
て
、
第
十
八

固
定
期
演
奏
会
を
聞
き
ま
し
た

。

私
た
ち
は
、

町
内
の
歌
の
好
き

な
子
供
た
ち
が
集
ま
り

、
毎
週
土

曜
日
に
町
民
会
館
で
練
習
し
て
い

ま
す

。一
年
間
の
総
決
算
の
意
味
で
年

一
回
の
演
奏
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

今
年
も

二
十
八
名
の
団
員
と
、

指
導
の
先
生
方
、
済
美
高
校
の
皆

さ
ん

の
出
演
で
、
楽
し
い
、
す
て

き
な
演
奏
会
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た

。

四
月
か
ら
は
、
新
団
員
を

迎
え

て
、
ス
タ

ー

ト
で
す

。

町
内
の

三

年
生
以
上
の
お
友
達
、
誰
で
も
、

い
つ
で
も
、
入
団
で
き
ま
す

。
一

緒
に
た
の
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う

。

世
界
禁
煙
デ
1

禁
煙
週
間

T jl jl 私達といっしょに歌おうねρP

一
人
で
も
多
く
の
お
友
達
を
待

一

っ
て
い
ま
す

。

一ザ

連
絡
先

宮
六
回
ー

一
五
0
0

崎

教
育
委
員
会
渡
部

骨

宮
六
四
l

五
二
七
O

木
下

阿

古
六
四
ー

一
六
四
三

寺
田

錦一
… … 

五
月
三
十
一
日
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六
月
六
日

五
月
三
十
一
日
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川
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4. JJ悪霊
お
和
田
さ
ん
と
吉
山
城

荏
原
棚
居
の
城
主
平
岡
房
実
が
、

'
h・
勺
の

白

湯
月
城
主
河
野
通
宣
の
命
を
受
け
、

ん
ら
打

5

当
地
の
岩
伽
羅
城
主
和
田
通
興
を

攻
め
た
の
は
、
天
文

二
十
三
年

(
一

五
五
四
年
)
九
月
の
こ
と
。
『
武
威

を
誇
り
主
家
を
蔑
視
す
る
の
は
不

都
合
』

と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で

あ

っ
た
。

校
城
吉
山
城
を
守
る
和
田
吉
成
山

も
父
通
興
に
従
い
、
平
岡
・
和
田
両

勢
の
攻
防
は
な
か
な
か
激
戦
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、
容
易
に
勝
敗
が
決
ま

ら
な
い
。
一
計
を
案
じ
た
平
岡
房

実
は
、
田
窪
原
に
伏
兵
を
お
き
、

吉
山
城
に
誘
い
の
攻
撃
を
か
け
た

。

こ
れ
を
追
っ
て
出
た
和
田
吉
盛
は
、

田
窪
原
で
伏
兵
に
囲
ま
れ
、
無
念

の
最
期
を
と
げ
る
|
|
こ
れ
が
き

っ
か
け
で
、
和
田
勢
は
総
崩
れ
と

な
り
落
城
。
和
田
通
興
は
山
之
内

に
敗
走
す
る
が
、
追
手
き
び
し
く

御
所
で
自
殺
す
る
|

|

以
上
が
岩

伽
羅
天
文
合
戦
の
概
要
で
あ
る

。

土
地
の
人
た
ち
は
、
和
田
氏
の

敗
因
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

『
吉
山

城
に
は
悪
い
疫
病
が
は
や
っ
と

っ

た
。
そ
れ
で
お
和
田
さ
ん
(
吉
盛
)

は
ぞ
ん
ぶ
ん
に
戦
え
ず
、
無
念
の

戦
死
を
と
げ
た
の
じ
ゃ
。
』

中
世
元
亀
の
頃
ま
で
は
、
兵
農

一
如
の
時
代
だ
っ
た
か
ら

地
方
豪

族
と
農
民
は
、
開
拓

地
を
守
る
と

い
う
点
で
そ
の

利
害
は
一
致
し
て

い
た

。

和
国
吉
盛
も
土
着
の
在
地

領
主
と
し
て
、
志
津

川
地
方
の
開

吉
山
城
の
所
在
地

志
津
川
字
城
が
苔

本城
岩伽羅城

拓
に
は
い
ろ
い
ろ
尽
力
し
て
い
た

に
違
い
な
い
。
城
、
王
の
悲
惨
な
死

を
痛
む
気
持
が
、
御
霊
信

仰
と
相

ま

っ

て
さ
ま
ざ
ま
の
伝
説
を
生
み
、

慰
霊
供
養
の
碑
や
杷
堂
が
建
立
さ

れ
た
の
は
当
然
と
い
う
‘
べ
き
で
あ

人
f

つ
。

多
数
の
戦
死
者
の
出
た
こ
の
地

方
に
は
、
天
文
合
戦
の
追
跡
か
多

ー
しV

吉
盛
を
ま
つ
る

『

和
田
霊
神
』

は
悪
疫
の
守
護
神
と
し
て
信

仰
を

集
め
て
い
る
。
盆
の
祭
り
日
に
は
、

に
ぎ
や
か
に
奉
納
の
村
芝
居
や
盆

踊
り
が
行
わ
れ
、
こ
の
地
方
で
は

最
大
の
夏
の
縁
日
で
あ

っ
た
。

維
の
木

立
に
固
ま
れ
た
慈
光
寺

境
内
も
、
町
営
墓
地
の
造
成
な
ど

で
、
し
だ
い
に
変
り

つ
つ
あ
る

。

|
|
お
和
田
さ
ん
も
、
最
近
は

村
芝
居
も
な
く
、
人
出
も
め

っ
き

り
少
な
く
な
っ
た

。

し
か
し
、
盆

踊
り
だ
け
は
悠
長
に
、
北
目
な
が
ら

の
お
も
か
げ
を
伝
え
て
い
る
。

和
田
霊
神
か
ら
北
へ
八

0
0
メ

ー
ト
ル
程

登
っ
た
と
こ
ろ
の
、
標

高

二
六
回
メ

l

ル
に
吉
山
城
(
通

称
城
山
)
が
あ
る

。

釣
鐘
を
連
想
さ

せ
る
山
容
は
谷
が
深
く
、
自
然
の

地
の
利
を
生
か
し
本
城
岩
伽
羅
に

至
る
経
路
の
守
り
を
固
め
、
前
衛

的
役
割
を
十
分
果
し
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。

遺
構
は
、
最
項
部
に
南
北
に
細

長
い
郭
を
中

心
と
し
て
、
南
北

崖

下
に
曲
玉
型
の
郭
と
立
掘

一
本
、

北
方
崖
下
に
長
方
型
の
郭
が
そ
れ

ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
お
り
、
中
世
山

城
の
特
徴
を
筏
し
て
い
る

。

吉
山
城
は
、
町
内
の
他
の
城
跡

に
比
し
て
平
地
部
に
近
く
、
特
に

春
と
も
な
れ
ば
保
育
所
や
幼
稚

園
・
小
学
校
の
子
供
達
、
あ
る
い
は

家
族
連
れ
が
汗
を
拭
き
拭
き

山
道

を
登
る
姿
を
見
か
け
る
こ
と
が
多

重
信
史
談
会

会
長

ぃ
、
L
W
円Mヨ

ヰ止
命
千
戸
E

成
彬

趣
昧
の

両
の
岡
焼

歴
史
ロ
ビl
展

は
ほ
二
百
年
ほ
ど
前
、
西
岡

に
は
皿
山
と
呼
ば
れ
る
陶
磁
器

の
土
が
あ
り
、
そ
れ
を
使
っ
て

焼
い
た
焼
き
物
の
窯
跡
が

、

今

も
そ
れ
と
な
く
残
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
窯
跡
の
あ
た
り
を
中
心

に
重
信
陶
芸
ク
ラ
ブ
の
人
々
が

当
時
の
土
を
求
め
、
西
岡
の
土

に
よ
る

「

平
成
の
西
の
岡
焼
」

に
ト
ラ
イ
し
ま
し
た

。

四
十
セ
ン
チ
の
大
皿
、
ど

っ

し
り
と
し
た
四
耳
査
な
ど
十
二

点
川。松

山
藩
ゆ
か
り
の
窯
と
言
わ

れ
る
「

幻
の
西
の
岡
焼
」

に
、

な
か
な
か
の
迫
り
ょ
う
。

装
い
を
新
た
に
し
た
、
「

東
温

ま
ぼ
ろ
し
の
窯

」

展
と
い
っ
し

ょ
に
、
図
書
館
三
階
の
歴
史
民

俗
資
料
館
ロ
ビ
ー

で
、
六
月
末

ま
で
聞
い
て
い
ま
す

。

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館

宮
六
回
|

三
四

一
四
間



「
第
六
回
人
権
を
語
る
集
い
」
か
ら
⑤

同
和
教
育
部
長
に
な
っ
て

上
村
分
館
長門

田

党

私
は
、
平
成
五
年
度
上
村
分
館

長
に
選
任
さ
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て

同
和
教
育
部
長
を
兼
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
人
権
問
題
に
つ

い
て
は
色
々
と
聞
き
お
よ
ん
で
お

り
ま
す
が
、
部
長
と
し
て
、
そ
の

任
務
が
果
た
せ
る
か
ど
う
か
当
惑

い
た
し
ま
し
た

。

今
年
も
分
館
ご
と
に
人
権
講
座

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

。

私
の
分
館
で
は
、
ビ
デ
オ
は
動

く

映
像
と
し
て

、

内
容
が

分
か
り

ゃ
す
い
の
で
は
と
思
い
、
平
成
五

年
度
は
「
久
美
の
ね
が
い
」
を
選

定
い
た
し
ま
し
た

。

部
長
と
し
て
、

一
人
で
も
多
く

の
人
の
参
加
を
得
て
、
人
権
講
座

の
成
果
を
あ
げ
た
い
と
、
各

一戸
へ

文
書
を
配
布
し
、
参
加
を
要
請
し

ま
し
た
。

で
も
、
当

日
は
、
十

二

11 

名
の
参
加
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し

J
J』
O

ビ

デ
オ
「

久
美
の
ね
が
い

」

の

内
容
は
、

一
人
娘
の
久
美
に
、
同

和
地
区
出
身
の
恋
人
が
い
る
と
知

っ

て
、
日
頃
差
別
意
識
を
持

っ
て

い
な
い
つ
も
り
だ

っ

た
父
親
は
、

激
怒
す
る
。

そ
れ
を
取
り
な
そ
う

と
す
る
母
親
、
と
い
う
筋
書
き
で
、

ド
ラ
マ
を
通
し
て
自
分
で
も
気
付

か
な
い
隠
さ
れ
た
差
別
意
識
を

、

ど
の
よ
う
に
ぬ
ぐ
い
去
っ
て
行
く

上村分館長

門因 究さん

か
を
話
し
合
い
ま
し
た

。

同
和
問

題
は
、
国
民
的
課
題
で
あ
り
、

差

別
の
現
実
を
勉
強
し
て
い

く

こ
と

が
、

一
番
大
切
な
こ
と
だ
と
思
い

ま
す

。
ま
た
、
頭
の
中
で
は
、

差
別
は

い
け
な
い
と
分
か

っ
て
い
て
も
、

現
実
に
自
分
の
こ
と
と
な
る
と
差

別
意
識
が
頭
を
も
た
げ
て
く

る

の

は
、
潜
在
的
差
別
意
識
の
現
れ
で
、

こ
れ
を
解
消
し
て
い

く

こ
と
が
、

人
権
講
座
の
目
的

で
あ
り
、

お
互

い
に
勉
強
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
い
う
結
論
に
達
し
ま
し
た

。

最
後
に
総
括
者
の
お
話
が
あ
り
、

閉
会
し
ま
し
た

。

平
成
六
年
度
は
、
ビ
デ
オ

「

私

達
と
人
権
・
家
庭
編
」
を
選
び
実
施

い
た
し
ま
し
た

。

そ
の
内
容
は
、
固
い
き
ず
な
で

結
ば
れ
て
い
る
家
庭
の
中
に
も
、

色
々
な
物
の
見
方
や
考
え
方
、
意

識
の
違
い
が
あ
り
、
そ
う
し
た
身

近
な
問
題
を
色
々
な
角
度
か
ら

眺

め
、
私
達
が
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な

意
識
や
考
え
方
に
と
ら
わ
れ
る
の

か
、
そ
れ
を
な

く

す
る
に
は
、
ど

う

す
れ
ば
よ
い
か
を
話
し
合
い
ま

し
た

。
話
し
合
い
内
容
は
、
私
達
の
家

庭
に
あ
り
が
ち
な
、
}
と
ば
か
り
で
、

今
後
は
家
庭
内
で
の

言
葉
や
行
動

に
つ
い
て
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け

な
い
こ
と
な
ど
、
講
座
に
参
加
し

て
本
当
に
勉
強
に
な
り
ま
し
た

。

ま
た
、
普
段
の
日
常
生
活
の
中
で

は
、
あ
ま
り
感
じ
ら

れ
な
い
こ
と

で
す
が
、
ビ
デ
オ
を
見
て
い
る
と
、

な
る
ほ
ど
と
思
う
こ
と
が
あ
り
、

参
考
に
な
り
ま
し
た

。

最
後
に
ま
と
め
と
し
て
、
日
常

の
生
活
の
中
で
差
別
に
気
付
か
ず

行
っ

て
い
る
こ
と
が
多
々
あ
る
な

ど
、
参
加
さ
れ
た
方
々
の
意
識
の

変
革
が
少
し

で
も
で
き
た
こ
と
を

喜
ぶ
と
と
も
に
、
私
自
身
も
感
動

し
た
こ
と
が
多
く
あ
り
、
今
夜
の

講
座
は
よ
か
っ
た
と
の
お
言
葉
を

項
き
、
閉
会
い
た
し
ま
し
た

。

以
上
二
年
間
に
わ
た
り
、
人
権

講
座
の
結
果
を
振
り
返
り
ま
し
た

と
き
、
い
つ
も
同
じ
顔
ぶ
れ
で
、

参
加
者
が
固
定
し
て
い
る
の
で
は

多
く
の
人
に
学
習
の
機
会
を
与
え

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
点

は
公
民
館
活
動
を
通
じ
て
、
人
間

関
係
づ
く
り
を
行
い
老
若
男
女
を

問
わ
ず
、
気
易
く
人
権
講
座
に
参

加
で
き
る
よ
う
な
視
床
作
り
を
平

行
し
て
行
い
、
人
権
講
座
を
通
し

て
「
明
る

く

、
住
み
よ
い
町

っ
く

り
」
に
努
力
い
た
し
た
い
と
思
い

ま

す
。

士
ゆ
寄

附

篤重
信
町
社
会
福
祉
協
議
全
に

次
の
方
か
ら
金

一
封
を
寄
付
下

さ
い
ま
し
た

。

十
川

数

一
さ
ん
(
香
川
県
)

中
村
昇
さ
ん
(
下
林
)

白
井
昂
さ
ん
(
牛
測
)

大
北
勝
利
さ
ん
(
牛
洲
)

青
井

真
明
さ
ん
(
上

村
)

車
イ

ス
の
必
要
な
生
徒
に
車
イ

ス
を
活
用
し
て
も
ら
お
う
と

、

さ

る
三
月
二
十
三
日
、
県
商
工
会
青

年
部
連
合
会
(松
木
実
会
長
)
が
県

立
第
一
養
護
学
校
(
橘
正
紘
校
長

・

生
徒
数
九
十
五
名

)
に
車
イ
ス
一

台
を
贈
り
ま
し
た
。

同
青
年
部
連
合
会
で
は
地
域
福

祉
に
貢
献
す
る
活
動
を
展
開
し
て

お
り
、
チ
ャ

リ

テ
ィ
ー

事
業
の
収

益
金
で
車
イ
ス
の
寄
贈
運
動
を
続

け
て
い
ま
す

ω

平
成
六
年
度
は

こ

の
他
、
県
下
九
施
設
に
車
イ
ス
や

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
を
贈
呈
し
て
い
ま
す。

贈
呈
式
に
は
松
木
青
年
部
連
合

会
長
と
地
元
高
橋
久
仁
商
工
会
青

年
部
長
が
参
加
、
橘
校
長
に
目
誌

と
車
イ
ス
を
手
渡
し
ま
し
た
。

橘
校
長
は
「
同
校
で
は
半
数
以

上
の
生
徒
に
車
イ
ス
が
必
要
と
な

っ

て
お
り
、
有
効
に
使
わ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝
し
て
い
ま

し
た

。
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四
月

一
日
付
で
、

町
職
員
の
人

事
異
動
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

(
)
内
は
旧
任

。
印
は
昇
格

。
は
新
規
係
用
者

V
総
務
課
企

課
長
桐
野
猛
(
都
市
盤
備
課

長
)

主
事
補
(
O藤
井
康
聡

V
電
算
課

企

課
長
池

川
広
二
税
務
課
長
)

V
税
務
課
企

課
長
O
山
内

一
正
産
業
課
長補
佐
)

V
町
民
課
企

主
一
耕
一
冊
。
八
束
裕
子

V
福
祉
課
企

主
一
堂側(
O平
岡
功
行

V
産
業
課
企

主
単
一補
(
O高
橋
俊
光

V
都
市
整
備
課

企

課
長
O
露
口
憲
一
二
(
同
課長
補
佐
)

V
水
道
課
企

課
長
小
山
澄
男
(
電
算
課
長
)

V
給
食
セ
ン
タ
ー

企

所
長

岩
田
守
(
水
道
課
長
)

係
長
山
内
弘
子
(
町
民
謀
係
長
)

V
双
葉
保
育
所
企

所
長
石
田
ト
シ

子
(
耐
店
主ニ密
室

主
任
橋
本
千
鶴
(
南
吉
井保
育
所士宮

保
母
O
森
優
子

調
理
員
安
平
恭
子
高

官
弁第
二
保
育
所
)

V
南
吉
井
保
育
所
企

主
任

森
里
美
(
以
来
体
育
所
主
山
)

V
南
吉
井
第

二
保
育
所
企

所
長
奥
村
久
子
(
双
葉
保
育
所長
)

保
母
大
西
幸
(
双
葉
保
育
所
)

H

。
岡
山
浩
子

制
一
国民

村
上
美
保
子
(
双
葉
保
育
所
)

V
拝
志
保
育
所

企

所
長
大
西
清
美
(

上
林
保
育
所長
)

保
母
山
内
美
紀
(
南
吉
井
第二
保
育
所)

H

。
恒
岡
佳
枝

V

上
林
保
育
所

企

所
長
O
中
川
幸
恵
(
双
紫
保
育
所
主
任
)

V
重
信
幼
稚
園
企

園
長
波
部
ア
イ
子
(
北
吉
井
幼
稚
闘
長
)

V
北
吉
井
幼
稚
園

企

園
長
田
中
梨
恵
子
(
重
信
幼
稚
園長
)

退
職
者
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

水
田
博
孝
(
総
務
課
長
)

相
原
浅
夫
(
給
食
セ
ン
タ
所

長
)

野
口
澄
子
(
拝
志
保
育
所
長
)

菅
野
恵
美
子

(
南
吉
井
保
育
所
)

牧
理
香
(
拝
志
保
育
所
)

菅
山
千
恵
利
(
北
吉
井
幼
稚
園
)

渡
部
清
子
(
総
務
課
)

なちしくお願νしまもFace New 町彼場職員

8
ん
で
い
る町
も
最
近
刊

V

康
老
齢
人
口
が
増
え
て
川

』
'

井
い
る
様
に
感
じ
ま
す
o
X

J
i
玄

目
こ

の
他
、
人
口

の
増
山

1

t
E
司
課
加
に
伴
、
っ
宅地
の
問
れ

司
務

題
、
ゴ
ミ
の
問
題
な

氏

総
ど
今
日
の
行
政
は
様
沌

本
年
四
月
に
重
信
町
役

々
な
問
題
を
抱
え
て
沌
私
は
、
今
年
か
ら
重
信

場
総
務
課
に
配
属
さ
れ
、
い
る
と
思
い
ま
す

。
川

町
役
場
に
勤
務
す
る
こ
と

町
政
に
つ
い
て
勉
強
の
毎
し
か
し
、
そ
れ
に
臆
辺
に
な
り
、
福
祉
課
に
配
属

日
で
す
。
す
る
事
な
く
、
住
民

V八
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
、
高
齢

化
社
全
に
の
声
を
大
切
に
し
て
バ
現
在
、

ゴ

ミ
問
題

・

公

向
け
て
の
対
策
を
ど
う
す
頑
張

っ
て
い
き

た
い

バ
害
問
題
な
ど
、
環
境
に
対

る
か
に
つ
い
て
よ
く
話
題
と
思
い
ま
す

。
れ

す
る
問
題
が
、
全
国
的
に

に
な
り
ま
す
が
私
が
住
沢
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す

。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
 

二
思
っ
た
こ
と
は
町

ぬ

光
な
ど
数
々
の
問
題
が

裕
民
の
方
々
の

責
任
の
沢

、h
F
P

俊
あ
り
ま
す

。

こ

れ
ら

束
あ
る
仕

事
を
預
か
っ
ぱ
邑
・
司J
r
b

精
の
問
題
解
決
は
大
変

、

3

・
司
会

噌
/』

喜

/

て
い
る
と
い
う
こ
と
日

幽
閉
γ
'
区
V

〉a
E
困
難
で
す
が
、
少
し

課
で
す
。
ま
た
、

E
X

a
-
-F1
E
m一、課
で
も
農
業
に
明
る
い

民

さ
れ
た
の
が
町
民
課
パ

4
1

1

[

‘
業
展
望
が
持
て
る
よ
う

町

の
窓
口
と
い
う
こ
と
辺

E

が
ん
ば
り
た
い
と
思

も
あ
る
の
で
、
常
に
バ
今
年
の

四
月
に

重
信
町
い
ま
す

。
ま
た
、

こ

町
民

の
方
々
が
気

持

バ
役
場
の
職
員
と
な
り
、
産
れ
か
ら
重
信

町
発
展

ち
よ
く

利
用
で
き
る
パ
業
課
に
配
属
さ
れ
ま
し
た
。
の
為
、

J
L小
惜
身
命
H

よ
う
に

心
配
り
を
し

げ
ハ
担
当
は
主
に
、
重
信
町
の
の
精
神
で
、
日
々
努

て
い
き
た
い
と
思
い
バ
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
関

力
を

重
ね
て
い
き

た

ま
す
。
時
係
で
す
。
農
業
に
は
、

輸
い
と
思

っ
て
い
ま
す

。

将
入
自
由
化
や
農
業
後
継
者

“
不足就
農
者
の
高
齢
化 家

福祉課平岡功行

私
は
、
」
の
度
重
信
町
役

場
に
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
重
信

町
で
働

き
た
い
と
思
い
、

重
信
町

役
場
を
志
望
し
ま
し
た
の

で
、
非
常
に
嬉
し
く

思
っ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
私

が
実
際
に
仕

事
に
就
い
て

そ
う
い
っ
た
状
況

の
中
、
衛
生
を
担
当

す
る
こ
と

に
な
り
ま

し
た

。

よ
り
一
層
勉

強
し
、

重
信
町
の
環

境
保
全
に
努
め
、
私

達
の
町
を
よ
り
住
み

良
い
町
に
し
て
い
く

よ
う
努
力
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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年度保留地処分案内図7 平成

町
が
施
行
者
と
な
り
野
田
地
区

で
土
地
区
画
整
理
事
業
を
施
行
中

で
す
が
、
保
留
地
(
宅
地
)
を
次
の

と
お
り
売
却
し
ま
す

。
な
お
、

申

込
者
が
同

一
区
画
に

二
人
以
上
い

る
場
合
は
、
公
開
抽
せ
ん
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

マ
受
付
期
間

六
月

十
二
日

1

六
月
二
十
三
日

の
午
前
九
時
か

ら
午
後
五
時
ま

で
(
土
曜
・

日
曜
日
は
除
き
ま

す
。

)

マ
受
付
場
所

役
場
都
市
整
備
課
(
別
館

二
階
)

当

日
は
、
住
民
票
(
世
帯全
員
)
、

身
分
証
明
書
(
本
籍
地
の
市

町

村
で
発
行
)
、
印
鑑等
を

ご
持
参

下
さ
い
。

マ
申
し

込
み
資

格

次
に
該
当
す
る
人
は
、
申
し
込

み
で
き
ま
せ
ん
。

①
未
成
年
者

②
禁
治
産
者
又
は
準
禁
治
産
者

③
破
産
者
で
復
権
を
得
な
い
者

④
抽
せ
ん
に
参
加
し
よ
う
と
す

る
者
を
妨
げ
た
者
ま
た
は

抽
せ

ん
の
公
正
な
執
行
を
妨
げ
た
者

⑤
正
当
な
理
由
が
な
く
、
契
約

し
た
日
か
ら
二
年
以
内
に
住
宅

の
用
に
供
す
る
見
込
の
な

い
者

⑥
前
固
ま
で
に
売
却
し
た
保
留

地
に
当

せ
ん
し
た
者
及
び

当

せ

ん
し
た
者
と
生
計
を

一
に
す
る

者な
お
、
以
上

の
要
件
に
ひ
と
つ

で
も
該
当
す
る
こ
と
が
判
明
し

た
場
合
、
資
格
を

取
り
消
し
、

契
約
は
無
効
と
し
ま
す

。

マ
公
開
抽
せ
ん

七
月
四
日

ω

町
民
会
館

マ
問
い
合
わ
せ
先

役
場
都
市
整
備
課

宮
六
四
|

二
O
O

一
附

売却する土地の明細

番号 街区 面地
地獄 (m')

処分単価(円)
処分価格(円) 機面道路 上水道番号 番号 (l m' 当たり) 設備費(円)

① 10 7-] 320.98 135.000 43.332.300 12m 未設置

② 10 7-2 320.-19 107,000 34,292,430 6m 未設置

③ 16 13 226.78 ll6.000 26,306,480 6m 65.656 

④ ]6 14 226.79 116,000 26,307,640 6m 65 ,656 
⑤ 33 6-] 175.34 110,000 19,287,400 6m 37,500 
⑤ 33 6-2 175.39 110.000 19,292,900 6m 37,500 

(J) 34 8-3 189.73 135,000 25,613.550 12m 19.1S0 

⑧ 40 166.00 113,000 18,758.000 (:j m ・ 6m 46 ,000 
⑨ 40 2-1 154.66 110,000 17.012,600 (jm 36,700 

⑮ 40 2-2 194.02 88,200 17.1 12,564 6m ..)6,000 
。 40 11 161.71 113,000 18,273 ,230 6m ・ 6m 46 ,000 

⑫ 40 12 167.03 110.000 18,373,300 (jm 未設置

⑬ 48 1-2 165.,,)2 129,000 21 ,339,180 12m 未設置

⑪ 48 1-3 193.12 132,000 25..:191.840 12m 49,150 
※処分 fi困俗 +上水道設miì 'l/( = うëill!'契約金官民となリます。
片j途地域.①② 住居地域

③~⑬ 第二種住居専j:ji地域
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重
信
町
海
外
研
修
者

募
集
J

/ 

‘dお7
平成6年度研修風景

\~ r~ 

重
信
町
で
は
平
成
七
年
度
も
引

き
続
き
海
外
研
修
者
を
募
集
し
ま

す
。な

お
、
本
制
度
を
活
用
し
海
外

研
修
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
団
体

お
よ
び
個
人
は
、
研
修
実
施
日

二

ヶ
月
前
ま
で
に
企
画
商
工
諜
ま
で

ご
相
談
下
さ
い
。

重
信
町
三
エ
シ
ルH
H
i

人
材
セ
ン
タt
よ
り

重
信
町
ミ

ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ

ー
は
、
約
八
十
名

の
全
員
に

よ
り
、
四
月
か
ら
事
業
を
開
始
し

ま
し
た

。

ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
豊
か
な
経
験
と
技

術
を
生
か
し

地
域
社
会
に
貢
献
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
左

記
の
仕
事
の
発
注
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す

。

-

庭
木
や
盆
栽
の
手
入
れ

・
軽
易
な
野
外
作

業

-
宛
名
書
き
等
の
事
務
仕
事

・

簡
単
な
大
工
仕
事

-

家
事
の
お
手
伝
い

そ
の
他
の
仕
事
に
つ
い
て
も
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

重
信
町
ミ
ニ
シ
ル
バ
ー
人

材
セ

ン
タ
ー
事
務
局

宮
六
回
l

一
五
九
七

っくララf
クυア招
電源環境

電波利用保護旬間

6月1 日 """"10日

一一一一一一 O 一一一一一一 O 一一一一一一 O 一一一一一一 O 一一一一一一 O 一一一一一 0 一一一一一 O 一一一一一一 0 一一一一一一 O ーー一一一一

衛生委員・母子保健推進員名簿 1年間お世話になりますH
地区名 氏 名 住 所 電 3古 地区名 氏 名 住 所 電 5古

和田 克子 山之内 1476- 1 64-0619 田窪団地 笹岡 -E4-nE士[ 田窪1976- 71 64-8522 

UJ z 内 加藤鶴美 山之内537-1 64-2490 山内 孝之 牛糊485 64-8266 

水i召 時J1fl 寸7ー 山之内番外2- 25 64-1912 牛 j刈 星川千栄子 牛洲705 64-0782 

樋 口
磯金美年子 お画口 752-2 64-8183 井門 幸見 牛i刈 1487 64-2820 

磯金美知子 樋口 982 - 2 64-2368 
牛沸l 団地

神田 J文 牛j持1Jl957-1 34 -35号 64-9836 

佐伯 吉清 横河原387 64-1370 田中 美鈴 牛洲1957 - 1 16 -271号 64-4571 

横河原 参川 恭子 横河原348 64-2642 
南野 回

平岡 均 南野田330-2 64-8555 

岡田 幸子 横河原 181 - 1 64-9756 中内美智子 南野田290- 3 64-1042 

大立 淘子 志津川 1521 -2 64-6483 
4じ 里子 田

相原 明子 北野田 147 64-0840 

志津 川 矢内 貴子 志津川 1191 -8 64-9701 大野美枝子 北野田1068 - 10 64-9301 

越智勝寛 志津川 1615-2 64-7224 上 樋 田中千代子 牛j長IJ1848 - 6 64-6863 

西 防j
和田典子 西岡 1409 64-2500 北野台団地 町田 1専則 北野田988- 19 64-1180 

橋本由美子 西岡547-4 64-5191 牧 照子 北野田788 64-8380 

高橋聴史 西岡619-17 64-3316 
手庁 村

森 恒子 北野田655 64-8382 
播磨台団地

岡田 光雄 西岡599-30 64-6282 尚須賀タマヨ 上林甲3239-2 64-3300 

見 奈良
小川 智 見奈良604 - 17 64-1870 上 中本 菅野 光栄 上林甲695 64-2326 

窪田比良喜 見奈良 14 13 64-3645 i度部 iちt:~主 上林甲 3225 64-0631 

池田 益雄 田窪898- 3 64-6040 
下 林

松浦政行 下林甲2506-3 64-3215 

山内 千里 田窪405 64-0733 竹村町子 下林甲2862 64-2732 
田 窪

;1主部 E益 田窪1353 64-0752 永野修吉 上村甲320 64-8991 

|司 タカ子 田窪1618-1 64-2618 
上 村

I ';;'-J市平u子 上村甲 191 64-3875 

平成 7年度
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リ
o

『
貴
重
な
本
で
言
』

節
水
巴
ご
協
力

-
hさ
い
f

昨
年
夏
の
異
常
渇
水
で
は
、
皆

様
方
に
節
水
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

。

ま
た
、

北
吉
井
地
区
で
は
、
時
間
断
水
に

よ
り
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た

こ
と
を
深
く
お
詫
び
い
た
し
ま
す

。

さ
て
、
現
在
も
、
昨
年
来
の
少

雨
傾
向
が
続
い
て
い
る
た
め
、
町

営
水
道
に
お
い
て
は
、
井
戸
の
水

位
低
下
で
水
量
不
足
に
な

っ
て
い

ま
す

。

昨
年
の
よ
う
な
断
水
を
防

ぐ
た
め
、
重
信
町
と
し

て
も
新
し

く
井
戸
を
掘
る
な
ど
、
水
の
確
保

に
努
め
て
い
ま
す

。

皆
様
方
に
は
、

よ
り

一
層
節
水
に
ご
協
力
下
さ
る

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す

。

勾

h
e
-
-
、

。

。
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ふ
答
さ
と
愛
媛
劃
遺
賞
ほ

農
業
後
継
者
協
議
曾

自
主
的
・
主
体
的
な
住
民
の
地

域
、
つ
く
り
活
動
を
対
象
に
し
た

「
ふ
る
さ
と
愛
媛
創
造
賞
」

の
顕

彰
式
が
三
月

二
十
九
日
県
庁
で
あ

り
、
県
内
の

三
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た

。

そ
の
内
、
重
信
町
農
業
後
継
者

協
議
会
は
、
松
山
市
に
隣
接
す
る

田
園
地
帯
と
い
う

地
域
の
特
性
を

生
か
し
、

町
内
外
の
親
睦
の
場
と

し
て

、
又
、
本

町
の
活
性
化
に
大

き
く

貢
献
し
て
い
る
の
を
認
め
ら

れ
、
受
賞
し
ま
し
た

。

全
員
の
遊
び

心
で
始
ま

っ
た

「
ど
て
か
ぼ
ち
ゃ

カ
ー
ニ
バ
ル
」

は
今
や
重
信
町
を
代
表
す
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
、
今
年
で

十

一
回
目

を
迎
え
ま
す
。

辛
成
七
年
度自

衛
富
募
集

企和泉会長

防
衛
庁
で
は

、

平
成
八
年
三
月

高
等
学
校
卒
業
見
込
者
を
主
対
象

に
、
陸
・
海

・
空
自
衛
官
を
募
集

し
ま
す

。

-
二
等
陸
海
空
土

応
募
資
格

平
成
八
年
高
等
学
校
卒
業
予
定
、

又
は
十
八
歳
以
上
二
十
七
歳
未

満
の
男
女

給
与初

任
給
(
月
額

一
五
七
、
0
0
0

円
)
期
末
、
勤
勉
手
当

の
他
各
種

手
当
が
職
務
や
勤
務
条
件
に
よ

っ

て
支
給
さ
れ
ま
す

。

衣
食
住

食
事
、
宿
舎
費
無
料
の
ほ
か
、

被
服
等
も
す
べ
て
無
料
で
支
給

又
は
貸
与
さ
れ
ま
す

。

手
当特

別
退
職
手
当

受
付平
成
七
年
六
月

三
O
日
ま
で

詳
し
く
は
、
次
へ
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い

。

役
場
総
務
課
(
包
六
四
l

二
0
0

こ
又
は
、

自

衛
隊
松
山

募
集
事
務

所
(
宮
四

七
l

三
O
凹
O
)

企大北会員

『
燃
え
曇
ご
み
収
集
場
所
』

看
板
の
配
宮
川
ほ
つ
い
て

ーム込斗~
ごみを出す白

毎週 . 曜日
・収集当日の靭8時までに
出すこと

・不燃物や粗大ごみは絶対
lこ出さないこと

・水切りを十分lこすること
・遣反ごみ凶収集しません

〈祝祭日制木みです〉

重信町

「

燃
え
る
ご
み
収
集
場
所
」
表
示

看
板
(
写
真
)
を
配
布
し
ま
す
の

で
、
現
在
収
集
場
所
を
お
持
ち
で

必
要
な
方
は

役
場
福
祉
課
ま
で
お

越
し
下
さ
い

。

O

大
き
さ

縦
四
十

m
×
横
三
十

m

縦
五
十

m
×

横
三
十
五

m

O

料
金担

…
j
f
 

叫
事
何
目

全力で走れる
フィールド
呂拐毘富窃f

愛媛県警察官・婦人警察官
(大学卒)募集中

企看板

「かぎをしたその手その目てもう一度」
行楽期の地域安全運動

5月 1 日(月)"-'5 月 10 自体)

*自転車 ・ オートパイの盗難防止と被害回復

*空き巣など盗難の防止

女少年の非行防止

1.受験資格

昭和43年4 月 2 日から昭和49年4月

1 日までに生まれた者で、 4年制大

学を卒業 した者又は平成8年3 月

31 日までに卒業する見込みの者。

2. 採用試験日程

受付期間 5月下旬 -6月下旬

試験日 7月上旬

試験場所松山市

3. 問い合わせ先

最寄りの瞥察署、交番、駐在所

愛妓県笹察本部瞥務課人事係

fi41 -0111 内線2305 ・ 2306
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戸
籍
の
窓

上北志北 上志志芯 樋横 住 |
野津野 j業 i掌 i宰 i可

村田川 田 林 川 川川口原 所

i幸問武加山山 矢新 和菅
保川 口回洲内内野開田 喜
議秀元利] í呆 図行省宏久

樹文麿 H月 i告義正 二 一雄 者

祐日美愛麻 美教行朔 j少未 出
盆三

香野 希来行誉理絵来 1尽

3 3 3  3 3 3 3 3 3 3 生
年月

31 29 25 24 23 23 23 23 22 22 臼

お
悔
や
み
申
し

上
げ
ま
す

お

誕
生
お
め
で
と
う
/

四
月
十
日
ま
で
の
届
出

分

上上見見様南 IIニ 見 樋牛 住
奈奈川野 ズ"ミ、

村林 良良 lji 田 j自l 良 口湖l 所

高 森 j者相 凶束 i1'! il主岩大
氏市 原 II百円 l 村 1m 部 升二 北

妙益俊 サト 悲多 喜{青 Z
名子 鳥夫 Hニ ェ旭!if('， 街ョ

o 86 68 76 78 76 89 81 83 86 
年
ι寸~ヨ、、.

3 3 3 3 333  3 3 3 事E
亡
σコ

31 30 29 29 28 28 26 16 15 12 日

繍志田西横 !Iニ 田西志 イ主
i可 i章 i可 i~匝
原 川 ;笠岡JjJ[ i剃窪阿 川 | 所

松高相松森大 i度宿秋
保末橋原本 川 本音11 久 山

充洋栄義吉 享 員 E 護

人 二 i台治作 一 二 勉 者

昂廉里会誠邑有舞品lti 出生
大 奈ぃ賞 tH 紀希 児

3 3 3 3 3 3 3 3 2 生
-・ ・ ・・・

年
月

21 21 12 11 7 6 5 4 28 日

四
月
十
日
、
桜
が
満
開
の
中

、

上
林
小
学
校
で
平
成
七
年
度
入

学
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

。

新
一
年
牛
一
は
、
男
七
人
・

女

四
人

計
十

一
人
。

児
童
の
確
保
を
目

的
-
と
し
て

分
譲
さ
れ
た
さ
さ
ゆ
り
団
地
か

ら
も
一
人

の
新
一
年
生

、

そ
し

て
、
十
四
人

の
転
入
生
が
新
た

に
上
林
っ
子
と
な
り
ま
し
た

。

こ
れ
で
全
校
生
徒
は
七
十
七
人
。

元
気
に
遊
び
、
勉
強
し
て
、

健
や
か
上
林
っ
子
に
育
っ
て
ね
/
-

日 (U程) f丁 事 名 H寺間 場所 |
子宮型況がん ・ 手Lがん検診

l(村
(30才以上の女性)

13 :00-14: 0。 IÐJ 民会 館|

2 (翁
C(-宵 !l!Rがん ・字しがん検診

1 3 :00-14:0。 I lI f 民会館|
(30才以上の女性)

3 (j:l 
4 (日) 当番医 西野内科クリ ニッ ク 重信町牛i刈 fi64-2200 

5 (月)
おとしより健康相談室 (要予約 ) 1 14 ・ 00-16:00 役場保健婦室
-・ ー ー ーー-ー ー ーーーーー ・- ---- - ー.ーーー ー ーーー ー ーー ーーーー ー ーー ー ーー ーーーーーーーー ーー ーー

リハビリ教室 13:30-15 ・ 30 1 IIIJ 民会館

6 (刈
子.~;f;~器庫 19:30-21 :00 IIIT 民会館

子宮!l!!'(がん ・乳がん検診
ー-- -- -- ・- - -- - _ .・ー ー ・- - - -司 自

7 (村
13:00-1-1:00 問] 民会館

(30才f以上ーの女性)

8 (村 行政，心配ごと相談所 13:00-15:00 役場2階第l全議室

9 (翁
FI *脳炎予防接種

14:00-14:30 IIIT 民会館
(3才児・ 4 才児)

ィ、燃物山以日

1 0(土) ふれあ いの 日(学校休業日)
説jうと 'H告E主面 ー… 一一一一 1 ï3 : 泊二一一一 1 ﾎ11( i1:--fi -~I~ 

ll í日l
第 lml郷土史講座(史跡 ・ 文化財等見学)
- - -- ー ーー ・ーーー ・ .骨"ーー司，ー『胆曙ー ーーーーーー『 ー・ー ・・ ・ーー- - ・ー ー ー ー ー・ー . 宇骨_.ー ・ー---

当番医 宮内病院 松山市北梅本町 fi75-0091

12 (月)
子宮!l!!'(がん ・ 手しがん検診

13:00-14 :0。 雨宮 ]f小体育館
(30才以上の女性)

13(刈
-f-'I主主民がん ・ 手しがん検診

13 :00-1 ~ :00 Jじ日|小体育館
(30才以上の女性)

14(7]<) #l! 1京 づく ，!f-'↓理講習会「カルシウム食」 1 0: 00-12 ・ 30 ~m台団地公民館

乳児健康診査
13:30-14 :30 町 民会館

15(ね (H6~'.8 1'1 ' l lH ・ H 7年 2 1'1 生まれの者)
- -ー ー - - -- ・・・ ー ・刷・- _ - ----ー ー司 ー ー ----・.司・

重信町役場人権相談所 10:00-15:00 

16(令) 生きうき講座①
貨の郁 13 ・ 30-

IÐ T 民会館
;伎の部20 ・ 00-

17(土) 自然探訪講座④ 19: 30- PIJ 民会館

1 8(日)
自然保訪講座⑤(実技 ・ 四国カルスト)

当番医 八木耳易咽喉科・皮膚科 重信町牛;剣岱64-5400

19(月)
結核 ・ llïlîがん検診(各地区)2 1 日まで
ー骨 骨 --・ ー ・匹 ー ー" ー ー ー.陣ー・ - ーー ー ー 曲 目・ -_.・ ー ー ー ー ー ーーーー ーーーー ー ー ー ー ー・ 鴨時， ーー

おとしよリ健康相談室 (要予約) 1 1 4:00-16 ・ 00 役場保健婦室

20(刈
子広1l!Rがん ・ 乳がん検診

13: 00-14: 00 上林公民館
(30才 以上の女性)

手話講座 19 :30-21:0。 町民会館[

チ;占:-!l!Rがん ・手しがん検診
-- - --値・.-ーーーーー

21(7]<) 
13: 00-14: 00 下林集会所

(30才以上の女性)

中央:料硯教室 9:30- IÐT 民会館
--ーー--司 骨 骨-- ーーー ーーー ーーーーーー・ ・ ー - - -ーー. ー-- ・・ーーー ーー +ー

22(ね
心配ご と相談所 13:00-15:00 役場2陪革l会議室
-ー ーー ー ・・・- - ーー ーーーーー ー ー ー・・ ・ ー ・・ ー ー 司 ー ーー ーー ー ー - - -- --

11 本脳炎予防接種
1.1: 00 -14 : 30 PIT 民会 館

(3才児 ・ 4 才児)

23(剣 リハビリ教室 13:30-15:30 Iwr 民会館

1とL 、 っ ， ;f \、運動サルビアポソト移悩 9: 00- 1 PIT 民会館

24(上) 自主 ~Ifi り ?/Ii:沼会
ふれあいの日(学校休業 R)

ィ、燃物 l到収日
- ー ー- -骨胆- --‘._ - 守干 ー・ー ・ a恥骨骨骨 齢 骨骨 - - ーーーー ---_・凶 ・- _-- --_ --骨 . 軸 . ーー ー ーーーー ー

25(日) クロソケー IßT子;~
ー ー-ーーー ー ーーー ーー ーー ーー ー-- - ---・ ー ー ー ---- . - -_ -・ - - - - ・ 唾合唱ド-- -_ . - -ー--- ----- -

当番医国立療筆所愛媛病院 重信町横河原 fi64-2411

26(月)
結核 ・ 肺がん検診(各地区)30 日 まで
ーーーーー ー ・ーーーー ・ ー・ “ー .悼 骨 骨 ー ー .声宇-_ .・ ・. - ・ - -ーー 一・ ・・ ーー ・ -- 骨+ー・ a・ ー - - --- -ーー - -

健康相談(各地区)28 日まで

27(刈

粗大ごみ 1 '， 1 ~).日
ーー .- ー- - ーー ー ー. - ・ ・- ---- -晶ー --. _-ー---_晶 ー 晶 ー ー - .・ ー ・・・ ー ー - - -

28(;]<) 高佐字L食学級
13:30-15:00 III J 民会館

(l-{7.fF- 2 月 ・ 3丹生まれの者)

印刷
日本lJi~ 炎予防接種

14:00-14:30 IU] 民会館
(3才児 ・ 4 才児)

3D'俗
岡J県民税第1草月納]1;111浪

水道使用料 4 ・ 5月分納期限

四国電話印刷側
リロ
拍

n
Hド

rvLF
 

m，79l-02 重信町大字志津川972番地 tr (0899)64-2001(代表)企画商工謀編集

4・

愛媛県温泉郡重信町
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